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平成２９年度 第２回柏市自立支援協議会／議題・報告事項

１ 各部会報告(部会報告シート)

相談支援部会 ２ページ

はたらく部会 ４ページ

こども部会 ６ページ

くらし部会 ８ページ

２ 関係会議報告

柏市障害者差別解消支援地域協議会 ９ページ

柏市障害者権利擁護ネットワーク会議 １０ページ

柏市障害児等医療的ケア支援連絡会 １１ページ

柏市地域生活支援拠点運営協議会 １２ページ

３ ノーマライゼーションかしわプラン

資料２：柱５～７計画案抜粋

資料３：障害福祉計画
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柏市自立支援協議会 全体会 部会報告シート

【部会名】 相談支援部会
【部会長】地域生活相談センター シャル

関口 篤行

１ 相談支援部会

(1) 第２回相談支援部会（７月２１日開催）

ア 相談支援連絡会の実施報告

６月と 7月の実施状況（２を参照）について報告。

イ 柏市地域生活支援拠点運営協議会委員候補の選出

権利擁護あさひから１名選出

ウ 平成２９年度 相談支援連絡会の予定とテーマ

8月以降の予定とテーマについて検討した。（２を参照）

エ 拠点,委託相談支援体制

地域定着支援の積極的な活用等について、柏市より厚生労働省の通達「地域生活

支援拠点等の整備促進について」の説明を受けた。

オ セルフプランについて

柏市からの進捗報告シートを確認し意見交換を行った。

(2) 第３回相談支援部会（９月２２日開催）

ア 相談支援連絡会の実施報告

８月と９月の実施状況（２を参照）について報告。

イ 相談支援連絡会でのアンケートについて

各相談支援事業所の実情把握や業務上の困難感等について調査を行うため内容に

ついて検討を行った。

ウ セルフプランについて

柏市からの進捗報告シートを確認し意見交換を行った。

２ 相談支援連絡会（指定相談支援事業所と事例検討や情報交換等を実施）

回 日 主催 主な内容

３ ６／１６
地域生活相談センター

シャル

地域生活支援拠点あおばの見学，強度行動

障害について

４ ７／１４ サポートセンター沼南 くらしとお金，グループワーク

５ ８／１８ 権利擁護あさひ 介護保険における相談支援専員の関わり

６ ９／１５ ティーダ 共生社会と看取りについて①

７ １０／２０
地域生活相談センター

シャル

地域生活支援拠点について

拠点協議会の報告，ディスカッション

８ １１／１７ 権利擁護あさひ
相談支援で応援して欲しいこと(相談支援事

業所との意見交換)

９ １２／１５ ティーダ 共生社会と看取りについて②

１０ １／１９ たんぽぽセンター 地域生活支援拠点の見学，紹介
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１１ ２／１６ サポートセンター沼南 テーマ未定

１２ ３／１６ 障害者相談支援室 制度改正情報

３ 地域移行支援協議会（９月２０日開催）

・手賀沼病院入院患者とピアサポーターとの交流を 8月に開催した。

・ピアサポーターへのフォロー体制を整える事，65 歳以上の入院患者への支援が今後

の課題である。

・初石病院にて職員向けのピアサポーター養成講座の説明会を保健所の職員が実施し

た。各病院に合わせたスタイルでの地域移行の促進へ向けた取り組みを進める。

【今後の活動予定】

１ 相談支援部会 ２か月に１度開催。次回１１月 2４日に開催予定。

２ 障害者相談支援連絡会 毎月第三金曜日を基本に開催。

３ 地域移行支援協議会 ２か月に１度開催。次回１１月開催。（（仮）事例検討）。
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柏市自立支援協議会 全体会 部会報告シート

【部会名】 はたらく 部会
【部会長】ビック・ハート柏

佐 藤 敦

１ はたらく部会

(1) 第２回（７月２０日開催）

ア 各連絡会報告

(ｱ) 一般就労連絡会（第１回：４月２０日，第２回：６月２２日開催）

(ｲ) 福祉的就労連絡会（第１回：５月２５日開催）

イ はたらく部会の現状と課題について（意見交換）

(2) 第３回（１０月１９日開催）

ア 報告事項

一般就労連絡会，福祉的就労連絡会及び事務局より

イ 協議事項

(ｱ) 平成３０年度の就労支援体制について

(ｲ) ノーマライゼーションかしわプランについて

(ｳ) 今年度下半期のはたらく部会実施事業について

(ｴ) 平成３０年度はたらく部会事業案について

２ 一般就労連絡会

(1) 障害者向け合同企業説明会及び障害者雇用担当者向けセミナー（７月１４日

開催，会場：柏商工会議所，共催：松戸公共職業安定所）

ア 障害者向け合同企業説明会

障害者向けの合同企業説明会を初めて開催し，７０名近くが参加。

イ 障害者雇用担当者セミナー

企業の障害者雇用担当者向けセミナーを開催し，３０名近くが参加。

(2) 第３回（８月２３日開催）

ア ７月１４日（金）障害者向け合同企業説明会・障害者雇用担当者向け意見

交換会開催について（振り返り）

イ 研修会について

ウ 柏市ジョブコーチ養成研修（仮）の実施内容について

エ 企業向けセミナーについて

(3) 第４回（１０月２６日開催）

ア 報告事項（各事業所及び事務局から）

イ 協議事項

(ｱ) 平成３０年度の就労支援体制について

(ｲ) 企業セミナーについて

(ｳ) 柏市職場定着コーディネーター養成研修について

(ｴ) 研修会について

(ｵ) 平成３０年度のはたらく部会について
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３ 福祉的就労連絡会

(1) MONO づくりマルシェ in 市役所（７月３日～７月７日まで）

６事業所が参加。

(2) 第２回（７月２０日開催）

ア 協議内容

研修会について，MONO づくりマルシェ in アリオ柏について

イ その他

債権者登録等の説明，地域生活拠点運営協議会委員１名を選出。

(3) 福祉的就労連絡会研修会（１０月４日開催）

株式会社センチュリーアンドカンパニーの宝田氏を講師に迎え，「異業種から

学ぶ接遇とおもてなし」というテーマで研修を実施。

(4) MONO づくりマルシェ in 市役所（１０月１０日～１０月１３日まで）

６事業所が参加。

(5) 第３回（１０月１９日開催）

ア 報告事項

MONO づくりマルシェについて，各事業所及び事務局より

イ 協議内容

(ｱ) 平成３０年度の就労支援体制について

(ｲ) 受注作業の活性化について

４ その他

(1) 精神科デイケアとの意見交換会（第２回：９月２５日開催，会場：ハッピー

テラス柏ジョブサポート）

ア １２月１５日及び１月１９日開催の研修内容について

イ 来年度以降の運営体制について（意見交換）

ウ 次回の意見交換会会場について

柏駅前なかやまメンタルクリニックにて開催予定。

【今後の活動予定】

１ はたらく部会

第４回を１月１６日（火）に開催予定。

２ 一般就労連絡会

(1) アセスメントに関する研修会を１２月１５日（金），１月１９日（金）の連続

講座として開催予定。

(2) 第５回を１月１６日（火）に開催予定。

３ 福祉的就労連絡会

(1) MONO づくりマルシェ in アリオ柏を１２月１日（金）に開催予定。

(2) MONO づくりマルシェ in 市役所を１月２２日（月）～２６日（金）まで

開催予定。
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柏市自立支援協議会 全体会 部会報告シート

【部会名】 こども 部会 【部会長】 松井 宏昭

１ こども部会

(1) 第１回（６月５日開催）

※ワーキンググループである事業担当者会議を同日に合同で開催。

ア 事務局からの情報提供

平成２９年４月末での障害児通所支援や相談支援の決定者数，障害児対象

サービスの事業者数の報告。

イ 早期支援担当者会議(こども部会ワーキンググループ)の報告

１月に行った児童発達支援事業所との連絡会についての報告。柏市内の事

業所１５事業所が集まり，情報交換を行った。様々な課題が挙がり，参加者

からは再度このような会を開催してほしいとの声があった。今後，連絡会の

位置づけも含め早期支援担当者会議で検討する。また，２月，３月に行った

巡回支援の報告を行った。

ウ 放課後等デイサービスガイドラインについて

厚生労働省による通知文書（平成２９年４月３日付障障発０４０３第１号

「放課後等デイサービス事業所の質の向上のための取り組みについて」）の内

容を確認し，放課後等デイサービスガイドライン遵守についてや情報公開の

義務について各関係機関から意見を募った。

エ 事業所一覧について

放課後等デイサービスの事業所一覧の作成について説明。現時点では，紙

媒体での配布のみとしたが，今後，配布状況などの確認を行い，ホームペー

ジなどの掲載も検討していくこととした。

(2) 第２回（１０月２４日開催）

部会長より，地域生活支援拠点の運営協議会が９月から開催されており、委

員として設置法人，行政，自立支援協議会の各部会の代表が選任されているこ

と，こども部会からは代表して部会長が出させていただいていることの報告が

あり，承認した。

ア 事務局からの情報提供

障害児通所支援の利用状況（支給決定者数・年齢別利用状況），セルフプラ

ンの支給決定者数，障害児対象サービスの事業者数の報告を行った。

イ 早期支援担当者会議の報告

巡回支援のアンケート実施について，キッズルームひまわりの公開療育の日

程・来年度の利用希望者向けの説明会を実施について報告を行った。

ウ 事業担当者会議の報告

９月に行った事業担当者会議の報告を行った。放課後等デイサービス事業

所と保護者の関わりや放課後等デイサービスの在り方について意見が出た。
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エ ノーマライゼーションかしわプランについて

障害福祉課から柱５について説明。プランの内容について，委員から虐待

関連や不登校児などについての意見が出た。

オ 放課後等デイサービス一覧について報告

配布の範囲について確認を行う。現時点では相談専門支援員に配布する予

定であったが，配布を当初予定の保護者にしてほしいとの声が多数あり，障

害者相談支援室が持ち帰り，検討することとなった。

２ 事業担当者会議（９月２６日開催）

事業担当者会議を単独で開催。各グループ５～６事業所に分かれて議題につい

て話し合いを行い，最後にグループ内の意見を発表し，全体で共有を計った。

ア 放課後等デイサービスガイドラインの遵守について

各事業所で行っているアンケート調査について工夫している点や公開方法

等を話し合った。アンケートを実施している事業所は，アンケート結果を紙

媒体で保護者に公表していたが，今後ホームページでの公表も検討している

との意見がでた。アンケートを実施していない事業所は実施を検討している

との意見が多かった。

イ 支援の質の向上について

各グループで研修等の意見交換や情報共有を行った。支援の質の向上のた

め，内部研修を実施している事業所があった。各グループの意見をみると，

資格取得の研修実施や普段の業務の中で発生する悩みを共有する場が欲しい

との意見が多かった。

その他

【今後の活動予定】

ワーキンググループである早期支援担当者会議は毎月月末に開催。

こども部会年間予定

第３回 平成３０年１月２４日（火）１０時～１２時

事業担当者会議年間予定

第３回 平成２９年１１月２９日（木）１０時～１２時

※今年度はこども部会と事業担当者会議を切り分けて実施。第４回事業担当者会議

は第３回こども部会と合同開催。
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柏市自立支援協議会 全体会 部会報告シート

【部会名】 くらし 部会
【部会長】社会福祉法人彩会

理事長 平山 隆氏

１ 第１回くらし部会（８月２９日開催）

ア くらし部会の設置について

前年度グループホーム連絡会で会長を務めた彩会平山氏より，平成２９年度

より新規設置のくらし部会について趣旨説明。本年度の部会長は，平山氏が就

任することについて，委員の承認を受ける。

イ 平成２９年度くらし部会について

自己紹介を通し，各委員が抱えている障害者の生活課題や今後部会として議

論していきたい事項について挙げられた。

ウ ワーキンググループの設置について

グループホームや入所施設など，居住支援サービスによって居住する障害者

と居住支援サービスによらずに生活する障害者の支援課題について，２つにワ

ーキンググループを分けて今後議論。前者を「居住サービス連絡会」，後者を

「在宅生活支援連絡会」とし今後運営を行う。

２ 第１回在宅生活支援連絡会（１０月３１日開催）

ア 連絡会開催にあたって

平山部会長より，連絡会の趣旨を説明。

イ 支援の現状及び課題の共有

参加事業所及び当事者団体の自己紹介を通して，支援の現状や抱えている課

題の共有を図った。

ウ 平成３０年度連絡会の取組み

イで挙げられた課題を抽出し，平成３０年度連絡会の取組み内容について協

議。今後開催前の事前打ち合わせ担当者を選出の上，部会長や事務局を含め調

整を行い，次年度以降開催する。

【今後の活動予定】

平成２９年１２月中に第１回「居住サービス連絡会」を実施予定。松戸圏域のグ

ループホーム等連絡協議会が行うグループホーム世話人研修会と合同で開催を予

定。

第２回くらし部会は平成３０年１月または２月に開催を予定している。
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関係会議報告

１ 柏市障害者差別解消支援地域協議会

(1) 第１回（７月４日開催）

ア 議題

・委員紹介

・事例検討

・ノーマライゼーションかしわプランについて

イ 協議内容

今年度の委員の紹介後，副会長を選出。福祉サービス事業所における差別

相談について事例検討をした。ノーマライゼーションかしわプランについて

は，権利擁護に関する項目について話し合った。また，事務局から障害者

差別解消法に関連する議会の質問や新聞記事に関する報告を行った。

(2) 第２回（１０月３０日開催）

ア 議題

・差別解消法の周知・啓発活動について

・事例検討

イ 協議内容

一般市民に対する差別解消法の今後の啓発活動の方法について，各委員か

ら具体的な案が示された。また事例検討では(ア）地域の町会における障害理

解の在り方（イ）柏まつりにおける合理的配慮について協議した。委員から

は，今後の具体的な取り組みについて活発な意見が出された。
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２ 柏市障害者権利擁護ネットワーク会議

(1) 第１回（７月４日開催）

ア 議題

・委員紹介

・平成２９年度活動報告

・平成２８年度虐待受付件数報告

・事例報告

・ノーマライゼーションかしわプランについて

イ 協議内容

事務局から，権利擁護部会から権利擁護ネットワーク会議に移行した経過，

委員の紹介，平成２９年度の活動方針について説明した。また，平成２８年

度の虐待受付件数について報告し，事例検討を行った。ノーマライゼーショ

ンかしわプランについては，権利擁護に関する項目について，意見交換を行

った。

(2) 第２回（１０月３０日開催）

ア 議題

・宇都宮市施設虐待事件について

・成年後見利用促進法について

・事例検討

・権利擁護研修について

イ 協議内容

宇都宮市の施設虐待事件について，触法障害者への支援の課題や地域での

受け入れ状況，支援を支える地域の仕組みの必要性について検討。また，今

年度から施行された成年後見利用促進法の概要についての報告や，虐待のた

め一時保護したケースについての事件検討も行った。

今年度の権利擁護研修については，筑波大学の名川先生を講師に迎え，「意

思決定支援について」の研修を管理者向け（１１月１５日）とスタッフ向け

（２月１日）を実施する予定。
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３ 柏市障害児等医療的ケア支援連絡会

(1) 第１回（６月２９日開催）

ア 議題

・平成２９年度の取り組みについて

・平成２９年度喀痰吸引等研修

・居宅介護事業者と訪問看護ステーションの交流会

・ノーマライゼーションかしわプランについて

イ 協議内容

平成２９年度喀痰吸引等研修については，受講者数とスケジュールについ

て報告。居宅介護事業者と訪問介護ステーションの交流会について，今年度

中の実施を確認した。ノーマライゼーションかしわプランについては，医療

的ケア児の通学保障の課題について話し合った。

(2) 第２回（１０月１９日開催）

ア 議題

・平成２９年度喀痰吸引等研修について

・居宅介護事業者交流会について

・ノーマライゼーションかしわプランについて

イ 協議内容

平成２９年度喀痰吸引等研修については，受講者の内訳等報告。居宅介護

事業者交流会については１２月または１月に実施の予定。ノーマライゼーシ

ョンかしわプランについては，「柱６ 健康・医療体制」について事務局から

説明があり，地域医療連携センターとの連携等について意見があった。
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４ 柏市地域生活支援拠点運営協議会

(1) 協議会の目的

本年４月に柏市初となる「地域生活支援拠点あおば」が開設されたこと、ま

た１１月には社会福祉法人ワーナーホームによる２箇所目の拠点が開設となる

ことを踏まえ，柏市に暮らす障害者等が地域で安心して生活できる環境の推進

し，その拠点となる柏市地域生活支援拠点の円滑かつ適正な推進について検討

するため，平成２９年８月に発足しました(事務局：障害福祉課)。

(2) 委員

・拠点設置者代表：青葉会、ワーナーホーム

・当事者団体代表（柏市手をつなぐ育成会）

・市民代表（公募）

・自立支援協議会部会代表：相談支援部会，はたらく部会，くらし部会

・障害福祉課長

・障害者相談支援室長

(3) 第１回（８月２５日開催）

ア 議題

・拠点運営状況報告

・今後の拠点設置計画について

イ 協議内容

拠点あおばの運営状況について報告があり，概ね以下の点について協議，

委員間での確認が図られた。

・拠点が経験を重ねていく必要があること。

・課題で集中して解決すべきことは自立支援協議会でも協議すること。

・柏市が全国的にも先行して設置している中で，近隣自治体からも緊急対

応等の依頼があることと，柏市が相談・コーディネートを委託している

こととの整合を図ること。

・拠点の対応力をアップするために，関係機関とのネットワーク強化が必

要なこと。そのために勉強会の開催や支援者達が集まれる場の提供や機

会を作ることもネットワーク強化につながること。

・原則として全ての障害に対応することになっているが，現実的には医療

的ケアや重症心身障害等の身体障害に対応するには特別な設備が必要に

なるため，緊急時の受け入れは困難であることから，地域性も考慮して

今後の設置計画を立てること。

(2) 第２回（１０月１１日開催）

ア 議題
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・事例報告

・今後の拠点設置計画について

イ 協議内容

実際の緊急対応の中から，３事例をピックアップし，拠点相談員，指定の

相談支援専門員，関係機関との連携などについて振り返りを行った。障害者

虐待防止センターや在宅医療機関との連携，日中活動の支援の必要性が挙げ

られた。

今後の拠点設置計画には，身体障害や知的障害に対応する拠点やそれぞれ

の拠点を中心としたネットワーク構築，面的整備も活用しながら拠点機能を

市内に充実させることを議論し，この件について委員からも特に異論が出さ

れなかったことから，概ね上記のとおり推進することとしている。


